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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第118期

第３四半期連結
累計期間

第118期
第３四半期連結
会計期間

第117期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 175,992 56,058 225,252

経常利益 (百万円) 7,844 1,341 9,739

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,000 299 2,191

純資産額 (百万円) ― 147,733 166,364

総資産額 (百万円) ― 240,470 267,421

１株当たり純資産額 (円) ― 605.34 634.46

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 11.94 1.21 8.40

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 60.7 61.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 12,414 ― 18,223

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △10,247 ― △14,747

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △10,091 ― △13,818

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 32,343 43,378

従業員数 (名) ― 9,049 8,833

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数については、就業人員で記載しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

EDINET提出書類

住友ベークライト株式会社(E00819)

四半期報告書

 2/29



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当社は、デコラニット株式会社（連結子会社）を平成20年10月１日付けで吸収合併しました。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 9,049(2,026)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に、当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載

しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,303(378)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に、当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載して

おります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

半導体・表示体材料 12,376

回路製品 7,782

高機能プラスチック 17,852

クオリティオブライフ関連製品 13,273

合計 51,284

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　事業の種類別セグメントのうち「その他」については、試験研究の受託、土地の賃貸の事業活動が主であるた
め、当第３四半期連結会計期間における生産実績はありません。

　
(2) 受注実績

当社グループでは受注生産を行わないため、該当事項はありません。
　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

半導体・表示体材料 13,357

回路製品 8,417

高機能プラスチック 17,532

クオリティオブライフ関連製品 16,544

その他 206

合計 56,058

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

(1)技術援助契約

(技術導入関係)

当第３四半期連結会計期間に解約した契約

契約締結先 締結年月 契約内容 対価 契約有効期間

(アメリカ)ローム・アンド
・ハース

昭和48年10月
耐衝撃性と熱成形性の優れ
た合成樹脂シートに関する
実施許諾契約

一時金および売上高
に対するランニング
ロイアルティ

昭和48年10月から
平成20年10月まで

（注）上記契約については、契約期間満了により、平成20年10月23日をもって解約しております。　
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間の世界経済は、米国発の金融危機が実体経済に深刻な影響を与え、欧米で

は景気後退が加速し、拡大の続いたアジアでも景気減速が顕著となりました。国内経済も牽引役の輸出

と設備投資が減少し、雇用環境が急速に悪化するなど、景気後退が鮮明となりました。

当社グループを取り巻く事業環境について、海外では、半導体は低価格のパソコンや携帯電話の販売

が増加したものの、製品価格の下落が続き、景気悪化により需要が急減したことで、非常に厳しい状況

下にありました。自動車販売は、欧米において急激に悪化し、新興国でも減少局面に入りました。一方、

国内も、自動車生産は急速に減少し、新設住宅着工件数は前年同期を上回ったものの回復は鈍く、携帯

電話も新機種の一巡と新料金体系の導入により販売は大幅に減少しました。

このような世界経済の急激な悪化の中、連結売上高は、円高による海外子会社の売上高減少と情報通

信関連製品および建装材関連製品の販売数量減少から560億58百万円となりました。連結営業利益は５

億48百万円、連結経常利益は13億41百万円となりました。連結四半期純利益につきましては、投資有価

証券評価損13億32百万円、関係会社株式評価損17億５百万円、事業再建関連費用３億36百万円等の特別

損失も加わり、２億99百万円となりました。

　

　当第３四半期連結会計期間の事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。

　

　①半導体・表示体材料

半導体封止用エポキシ樹脂成形材料は、世界的な半導体需要の急激な減少と在庫調整により、売上高

は減少しました。

感光性ウェハーコート用樹脂は、300mmウェハーメモリー用途の需要が減少し、売上高は減少しまし

た。

ダイボンディング用ペーストおよび半導体用液状封止樹脂は、市況の悪化により売上高は減少しま

した。

半導体実装用キャリアテープは、需要の減少により売上高は減少しました。

　

　②回路製品

フレキシブル・プリント回路は、主力の携帯電話用途の需要が一段と冷え込んだことで売上高は減

少しました。

エポキシ樹脂銅張積層板は、薄型テレビや車載用途が大幅に悪化し、売上高は減少しました。

　

　③高機能プラスチック

フェノール樹脂成形材料は、世界的な自動車市場の急激な悪化により、売上高は減少しました。

工業用フェノール樹脂では、欧州地域のタイヤ用レジンは市況の悪化により減速しましたが、接着剤

事業を展開する㈱サンベークが前年度末より連結子会社となったことで、売上高は増加しました。

成形品は、自動車関連や電子部品の受注が減少し、売上高は減少しました。

　

　④クオリティオブライフ関連製品

医療機器製品は、「胃瘻用ボタン」や静脈用埋込血管ポート「オルカCV」が順調に伸張し、売上高は

増加しました。

尚、今後の旺盛な需要に対応し、生産能力の拡充を図るべく、中国広東省東莞市に新工場棟を昨年10

月に竣工しました。
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ビニル樹脂シートおよび複合シートは、エレクトロニクス用途は市況が悪化し伸び悩みましたが、医

療用途の伸張により、売上高は増加しました。

ポリカーボネート樹脂板および塩化ビニル樹脂板などのプレート事業は、サイン・ディスプレイ分

野が振るわず売上高は減少しました。

メラミン樹脂化粧板・不燃板は、不燃製品などの減少から売上高は減少しました。

防水関連事業は、リフォーム分野の伸張により、売上高は増加しました。

　

　当第３四半期連結会計期間の所在地別セグメントの概況は、次のとおりであります。

　

　①日本

半導体封止用エポキシ樹脂成形材料は、世界的な半導体需要の急激な減少と在庫調整により、売上高

は減少しました。

感光性ウェハーコート用樹脂は、300mmウェハーメモリー用途の需要が減少し、売上高は減少しまし

た。

フレキシブル・プリント回路は、主として海外子会社での現地生産の進展により輸出が減少したこ

とで、売上高は減少しました。

エポキシ樹脂銅張積層板は、薄型テレビや車載用途が大幅に悪化し、売上高は減少しました。

フェノール樹脂成形材料は、世界的な自動車市場の急激な悪化により、売上高は減少しました。

工業用フェノール樹脂は、接着剤事業を展開する㈱サンベークが前年度末より連結子会社となった

ことで、売上高は増加しました。

医療機器製品は、「胃瘻用ボタン」や静脈用埋込血管ポート「オルカCV」が順調に伸張し、売上高は

増加しました。

メラミン樹脂化粧板・不燃板は、不燃製品などの減少から売上高は減少しました。

ポリカーボネート樹脂板および塩化ビニル樹脂板などのプレート事業は、サイン・ディスプレイ分

野が振るわず売上高は減少しました。

防水関連事業は、リフォーム分野の伸長により、売上高は増加しました。

　

　②アジア

シンガポール、中国および台湾で生産している半導体封止用エポキシ樹脂成形材料は、世界的な半導

体需要の急激な減少と在庫調整により、売上高は減少しました。

シンガポールで生産している半導体実装用キャリアテープは、需要の減少により売上高は減少しま

した。

ベトナムで生産しているフレキシブル・プリント回路は、需要が減少したものの、生産移管の進展に

より売上高は増加しました。

マレーシアで生産しているフェノール樹脂銅張積層板は、家電やＡＶ機器用途の減少により売上高

は減少しました。

中国で生産している成形品は、自動車関連や電子部品の受注が減少し、売上高は減少しました。

　

　③北米

米国およびカナダで生産しているフェノール樹脂成形材料および工業用フェノール樹脂は、低調に

推移しました。

　

　④欧州その他の地域
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ベルギーで生産しているフェノール樹脂成形材料は、自動車市場の急激な悪化により、売上高は減少

しました。

ベルギーおよびスペインで生産している工業用フェノール樹脂は、タイヤ用レジンの市況の悪化に

より売上高は減少しました。

　

（２）財政状態の分析

①資産の部

総資産は、前連結会計年度末に比べ269億51百万円減少し、2,404億70百万円となりました。

主な要因は、現金および預金が自己株式の取得等により113億69百万円減少したこと、投資有価証券

が評価損および時価評価等により58億20百万円減少したことおよび在外子会社の換算レートが前連結

会計年度末に比べ円高に進行したことによるものであります。

　

②負債の部

負債合計は、前連結会計年度末に比べ83億20百万円減少し、927億37百万円となりました。

主な要因は、支払手形および買掛金が50億47百万円減少したことによるものであります。

　

③純資産の部

純資産は、前連結会計年度末に比べ186億31百万円減少し、1,477億33百万円となりました。

主な要因は、四半期純利益30億円の計上による増加要因があった一方で、配当金の支払38億13百万

円、自己株式を80億22百万円取得したことおよび為替換算調整勘定が68億48百万円減少したことによ

るものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末の現金および現金同等物（以下、「資金」といいます。）は、前四半期

連結会計期間末に比べ15億３百万円減少し、323億43百万円となりました。

　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は、11億64百万円となりました。これは主に、仕入債務の減少および四

半期純損失による支出があった一方で、減価償却費、関係会社株式評価損および投資有価証券評価損を

計上したことによる結果であります。

　

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動に用いた資金は、53億68百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得などによる

支出の結果であります。

　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により得られた資金は、34億89百万円となりました。これは主に、コマーシャル・ペーパー

の増加などによる収入と、配当金の支払および自己株式の取得などによる支出の結果であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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（５）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は32億86百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第２四半期連結会計期間末に計画中であった、倍克精工有限公司の医療機器製品製造用貸与設備につ

きましては、平成20年10月に完了しました。これに伴い、生産能力は50%増加する見込みです。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 262,952,394262,952,394

東京証券取引所
(市場第一部)
大阪証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
1,000株でありま

す。

計 262,952,394262,952,394― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年11月20日 △2,900,000262,952,394 ― 37,143 ― 35,358

（注）　発行済株式総数の減少は自己株式の消却によるものであります。

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

（注）当社は当第３四半期会計期間末において自己株式21,980千株（8.36%）を保有しております。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
15,603,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

248,883,000
248,883 ―

単元未満株式
普通株式

1,366,394
― ―

発行済株式総数 265,852,394― ―

総株主の議決権 ― 248,883 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株(議決権２個)が含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式766株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
住友ベークライト株式会社

東京都品川区東品川二丁目
５番８号

15,603,000― 15,603,0005.87

計 ― 15,603,000― 15,603,0005.87

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 588 657 670 600 578 561 448 403 363

最低(円) 473 574 561 517 514 430 266 290 288

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所の市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（情報通信材料営業本部長）

取締役 内村　健 平成20年11月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）および当第３四半期

連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法

に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)および当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 34,855 46,224

受取手形及び売掛金 ※４
 56,551 58,778

商品及び製品 11,411 12,921

半製品 2,522 2,608

仕掛品 1,244 1,459

原材料及び貯蔵品 11,002 12,200

その他 8,749 9,176

貸倒引当金 △464 △493

流動資産合計 125,872 142,874

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 35,204 37,064

機械装置及び運搬具（純額） 30,938 33,935

その他（純額） 20,680 18,981

有形固定資産合計 ※１
 86,823

※１
 89,981

無形固定資産

のれん 6,780 7,554

その他 1,693 2,734

無形固定資産合計 8,473 10,288

投資その他の資産 ※２
 19,302

※２
 24,276

固定資産合計 114,598 124,547

資産合計 240,470 267,421
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 36,084 41,131

短期借入金 7,284 8,159

コマーシャル・ペーパー 11,000 8,000

未払法人税等 861 1,670

賞与引当金 1,718 3,003

その他 12,634 13,470

流動負債合計 69,583 75,435

固定負債

長期借入金 10,509 10,813

退職給付引当金 7,297 5,838

その他の引当金 313 577

負ののれん 2,509 3,467

その他 2,523 4,924

固定負債合計 23,153 25,621

負債合計 92,737 101,057

純資産の部

株主資本

資本金 37,143 37,143

資本剰余金 35,358 35,358

利益剰余金 88,088 92,234

自己株式 △11,906 △5,933

株主資本合計 148,683 158,802

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 263 1,262

為替換算調整勘定 △3,078 3,770

評価・換算差額等合計 △2,814 5,033

少数株主持分 1,864 2,529

純資産合計 147,733 166,364

負債純資産合計 240,470 267,421
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 175,992

売上原価 133,008

売上総利益 42,983

販売費及び一般管理費 ※１
 37,255

営業利益 5,728

営業外収益

受取利息 543

受取配当金 449

負ののれん償却額 1,037

雑収入 911

営業外収益合計 2,941

営業外費用

支払利息 328

持分法による投資損失 10

雑損失 485

営業外費用合計 825

経常利益 7,844

特別利益

固定資産売却益 396

投資有価証券売却益 43

特別利益合計 439

特別損失

固定資産除売却損 402

投資有価証券評価損 2,377

関係会社株式評価損 1,705

減損損失 81

適格退職年金過去勤務費用 757

たな卸資産評価損 730

事業再建関連費用 965

その他 24

特別損失合計 7,045

税金等調整前四半期純利益 1,238

法人税、住民税及び事業税 1,176

法人税等調整額 △2,865

法人税等合計 △1,689

少数株主損失（△） △72

四半期純利益 3,000
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 56,058

売上原価 43,462

売上総利益 12,595

販売費及び一般管理費 ※１
 12,047

営業利益 548

営業外収益

受取利息 134

受取配当金 171

負ののれん償却額 304

持分法による投資利益 △49

雑収入 486

営業外収益合計 1,048

営業外費用

支払利息 110

持分法による投資損失 10

雑損失 133

営業外費用合計 254

経常利益 1,341

特別利益

固定資産売却益 24

特別利益合計 24

特別損失

固定資産除売却損 186

投資有価証券評価損 1,332

関係会社株式評価損 1,705

事業再建関連費用 336

その他 5

特別損失合計 3,567

税金等調整前四半期純損失（△） △2,201

法人税、住民税及び事業税 △623

法人税等調整額 △1,894

法人税等合計 △2,518

少数株主利益 17

四半期純利益 299
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,238

減価償却費 9,836

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,183

固定資産除売却損益（△は益） 6

受取利息及び受取配当金 △992

支払利息 328

投資有価証券売却損益（△は益） △43

投資有価証券評価損益（△は益） 2,377

関係会社株式評価損 1,705

減損損失 81

売上債権の増減額（△は増加） 230

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,431

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,091

仕入債務の増減額（△は減少） △4,048

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,074

その他 △560

小計 12,794

利息及び配当金の受取額 1,013

利息の支払額 △306

法人税等の支払額 △1,087

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,414

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,078

有形固定資産の売却による収入 481

投資有価証券の取得による支出 △38

投資有価証券の売却による収入 52

長期貸付けによる支出 △333

その他 △331

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,247

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △605

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 3,000

配当金の支払額 △3,813

少数株主への配当金の支払額 △226

自己株式の取得による支出 △8,022

その他 △423

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,091

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,034

現金及び現金同等物の期首残高 43,378

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 32,343
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20月10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

連結の範囲に関する事項の変更

　(1)連結の範囲の変更

エスティー・フィルムシート株式会社は平成20年

９月29日付けで清算結了したため、第２四半期連結累

計期間末より連結の範囲から除外しております。

デコラニット株式会社は平成20年10月１日付けで、

当社と合併したため、連結の範囲から除外しておりま

す。

会計処理の原則及び手続の変更

　(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

たな卸資産については、従来、主として移動平均法

による原価法によっておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計

基準第９号）が適用されたことに伴い、主として移動

平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）により算定しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累

計期間の税金等調整前四半期純利益が970百万円少な

く計上されております。

　(2)連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平

成18年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期

連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を

行っております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微でありま

す。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定

方法

当社及び一部の連結子会社は、法人税等の納付税額

の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20月４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機

として資産の利用状況等を見直した結果、一部の有形

固定資産の耐用年数を変更しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微でありま

す。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 134,763百万円

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 3,779百万円

　３ 偶発債務

従業員の金融機関からの借入金について次のとお

り債務保証を行っております。

従業員(住宅資金融資) ０百万円

柏市工業団地協同組合の商工組合中央金庫からの

借入金について、同組合の他の組合員企業とともに連

帯保証を行っております。
柏市工業団地協同組合 129百万円
長春封塑料（常熟）有限公司の金融機関からの借

入金について債務保証を行っております。
長春封塑料（常熟）有限公司 142百万円

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、手形交換日をもって決済処理しております。
　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の
休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期
手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま
す。

受取手形 1,169百万円

支払手形 918百万円

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 131,383百万円

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 3,421百万円

　３ 偶発債務

従業員の金融機関からの借入金について次のとお

り債務保証を行っております。

従業員(住宅資金融資) ０百万円

柏市工業団地協同組合の商工組合中央金庫からの

借入金について、同組合の他の組合員企業とともに連

帯保証を行っております。
柏市工業団地協同組合 181百万円
長春封塑料（常熟）有限公司の金融機関からの借

入金について債務保証を行っております。
長春封塑料（常熟）有限公司 354百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

従業員給与及び賞与

貸倒引当金繰入額

10,835百万円

42　〃

賞与引当金繰入額 892　〃

退職給付引当金繰入額 617　〃

　

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

従業員給与及び賞与

貸倒引当金繰入額

4,509百万円

△149　〃

賞与引当金繰入額 △667　〃

退職給付引当金繰入額 201　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金四半期末残高 34,855百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△517　〃

担保に供している定期預金 △1,993　〃

現金及び現金同等物四半期末残高 32,343百万円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 262,952,394

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 21,980,746

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 1,936 7.50平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 利益剰余金 1,876 7.50平成20年９月30日 平成20年12月５日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。　
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。　

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（共通支配下の取引等）

１．結合当事企業の名称およびその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称ならびに取引の

目的を含む取引の概要

(1) 結合当事企業の名称およびその事業内容

①結合当事企業の名称

デコラニット株式会社

②事業の内容

高圧メラミン化粧板の製造・販売

(2) 企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、デコラニット株式会社は解散します。なお、合併による新

株式の発行および資本金の増加は行いません。

(3) 結合後企業の名称

住友ベークライト株式会社

(4) 取引の目的を含む取引の概要

営業面および研究開発面でのシナジー効果を目的として、平成20年10月１日を効力発生日としてデコ

ラニット株式会社を吸収合併しました。

２．実施した会計処理の概要

当該合併は、共通支配下の取引に該当するものであるため、当社がデコラニット株式会社より受け入

れた資産および負債は、合併期日の前日に付された適正な帳簿価額により計上しております。また、当

該子会社の帳簿価額と増加株主資本との差額を抱合せ株式消滅差益として特別利益に計上しておりま

す。

　なお、これらの企業結合に係る会計処理は、連結財務諸表上すべて内部取引として相殺消去しており

ます。従って、当該会計処理が連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

半導体・
表示体材
料

回路製品
高機能
プラス
チック

クオリテ
ィオブラ
イフ関連
製品

その他 計
消去又は
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

13,3578,41717,53216,544 206 56,058 ― 56,058

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 43 164 ― 207 (207) ―

計 13,3578,41717,57616,709 206 56,266(207)56,058

営業利益又は
営業損失（△）

1,427△ 948 449 728 △ 2 1,654(1,106)548

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

半導体・
表示体材
料

回路製品
高機能
プラス
チック

クオリテ
ィオブラ
イフ関連
製品

その他 計
消去又は
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

42,32526,58855,97250,454 651175,992 ― 175,992

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 397 352 ― 750 (750) ―

計 42,32526,58856,37050,806 651176,742(750)175,992

営業利益又は
営業損失（△）

6,301△ 2,0192,6922,395 53 9,424(3,696)5,728

(注) １　事業区分は、製品の市場における主要用途、事業の類似性を勘案して区分しております。

２　各事業の主要な製品および役務の内容

　　 (1)　半導体・表示体材料

　　　　　　半導体封止用エポキシ樹脂成形材料、感光性ウェハーコート用液状樹脂、半導体用液状樹脂、半導体実装用

キャリアテープ、半導体チップ接着用テープ

　　 (2)　回路製品

　　　　　　フレキシブル・プリント回路、フェノール樹脂銅張積層板、エポキシ樹脂銅張積層板

　　 (3)　高機能プラスチック

　　　　　　フェノール樹脂成形材料、工業用フェノール樹脂、精密成形品

　　 (4)　クオリティオブライフ関連製品

　　　　　　医療機器製品、メラミン樹脂化粧板・不燃板、ビニル樹脂シートおよび複合シート、鮮度保持フィルム、ポリ

カーボネート樹脂板、塩化ビニル樹脂板、水処理関連製品、防水工事の設計ならびに施工請負

　　 (5)　その他

　　　　　　試験研究の受託、土地の賃貸等
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

日本 アジア 北米
欧州その他
の地域

計
消去又は
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

28,61518,4614,303 4,67856,058 ― 56,058

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,463 2,328 167 0 4,959(4,959) ―

計 31,07820,7904,470 4,67861,018(4,959)56,058

営業利益又は
営業損失（△）

△ 72 1,705△ 259 92 1,465 (916) 548

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

日本 アジア 北米
欧州その他
の地域

計
消去又は
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

92,85253,59713,08616,455175,992 ― 175,992

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

9,367 7,585 516 2 17,471(17,471)―

計 102,21961,18313,60216,458193,464(17,471)175,992

営業利益又は
営業損失（△）

3,530 5,362△ 554 789 9,127(3,399)5,728

(注) １　国又は地域の区分は、概ね地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　(1) アジア……シンガポール、マレーシア、中国、インドネシア、フィリピン、台湾、ベトナム、タイ

　　　(2) 北米……米国、カナダ、メキシコ

　　　(3) 欧州その他の地域……ベルギー、スペイン

　

EDINET提出書類

住友ベークライト株式会社(E00819)

四半期報告書

24/29



【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

アジア 北米 欧州その他の地域 合計

Ⅰ　海外売上高 20,965 4,335 4,324 29,626

Ⅱ　連結売上高 56,058

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に
占める割合

37.4％ 7.7％ 7.7％ 52.8％

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

（単位：百万円）

アジア 北米 欧州その他の地域 合計

Ⅰ　海外売上高 62,981 13,196 15,477 91,655

Ⅱ　連結売上高 175,992

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に
占める割合

35.8％ 7.5％ 8.8％ 52.1％

(注) １　国又は地域の区分は、概ね地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　(1) アジア……シンガポール、マレーシア、中国、インドネシア、フィリピン、台湾、韓国、タイ

　　　(2) 北米……米国、カナダ、メキシコ

　　　(3) 欧州その他の地域……ベルギー、スペイン

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

605.34円 634.46円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 11.94円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 3,000

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 3,000

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 251,204

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1.21円

(注) １  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 299

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 299

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 247,345

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第118期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月30日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿および実質株主名簿に記載または記録された

株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

配当金の総額 1,876百万円

１株当たりの金額 ７円50銭

支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成20年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

住友ベークライト株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　落　　合　　　　操　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　若　　尾　　慎　　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住友

ベークライト株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住友ベークライト株式会社及び連結子会社の

平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間から棚卸資産の評価に関する会計基準を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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